
（１） 平成25年6月20日 コミュニティだより　やわた 第68号

　
自
治
宝
く
じ
の
助
成
事
業
が

認
許
さ
れ
、

八
幡
コ
ミ
ュ

ニ

テ
ィ

の
各
行
事
で
作
成
す
る
案

内
や
資
料
、

広
報
誌
の
印
刷
な

ど
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

事
業
の
効
率

化
に
活
用
す
る
事
務
用
器
材
を

導
入
し
ま
し
た
（

下
表
）
。

各

部
会
等
が
推
進
す
る
活
動
に
も

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、

そ
の
と
き
は
総
合
管
理
本
部
ま

で
ご
相
談
下
さ
い
。

平
成
二
十
五
年
度
 

平
成
二
十
五
年
五
月
十
九
日
 

 
 
 
 
於
 
八
幡
公
民
館
 

八幡コミュニティ会長 

早 川 義 一 

「
創
立
三
十
周
年
に
 

 
 
 
 
 
 
向
け
て
」
 

最
新
器
材
を
導
入
 

液晶プロジェクターと８０インチスクリーンによる「八幡塾」課外授業（梅の館） 

　
昭
和
六
十
年
一
月
に
設
立
さ

れ
た
八
幡
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

も
、

平
成
二
十
七
年
一
月
に
創
立
三

十
周
年
を
迎
え
ま
す
。

こ
の

間
、

地
域
に
根
差
し
た
地
域
の

皆
さ
ん
の
た
め
の
コ
ミ
ュ

ニ

テ
ィ

を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。

　
昨
年
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

会
長
を

拝
命
し
、

連
携
の
絆
に
力
点
を

置
い
た
事
業
の
推
進
を
心
掛
け

て
ま
い
り
ま
し
た
。

次
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
に
、

八
幡
地
区

の
よ
り
良
い
伝
統
・
文
化
を
今

一
度
学
ん
で
も
ら
い
未
来
へ
と

継
承
し
て
い
く
た
め
に
、
「

郷

土
の
誇
り
を
学
ぶ
」

と
題
し
た

課
外
授
業
を
八
幡
全
域
で
展
開

し
ま
し
た
。

地
域
の
安
全
・
安

心
に
全
員
で
携
わ
る
安
全
パ
ト

ロ
ー

ル
、

子
ど
も
た
ち
が
笑
顔

で
通
学
で
き
る
見
守
り
隊
の
巡

回
な
ど
、

各
種
行
事
を
通
し
て

メーカー

1 移動式音響装置 ＴＯＡ

2 高速デジタル印刷機 理想科学工業

3 カラーコピー機 キャノン

4 紙折り機 デュプロ

5 液晶プロジェクター エプソン

6 ノートパソコン 富士通

7 インクジェットプリンター キャノン

品　　名

ふ
れ
あ
い
や
交
わ
す
挨
拶
が
人

と
人
と
を
結
び
付
け
る
機
会
に

な
り
、

し
っ

か
り
と
し
た
絆
が

確
実
に
広
が
っ

て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
ま
す
。

　
三
十
年
の
節
目
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、

八
幡
地
区
の
対
外
Ｐ

Ｒ
を
も
っ

と
強
力
に
発
信
で
き

る
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
の
立
ち
上
げ

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に

よ
り
、

大
勢
の
住
民
が
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

を
も
っ

と
身
近
に
感

じ
、

興
味
・
関
心
か
ら
参
加
へ

と
行
動
し
て
い
た
だ
け
る
の
で

は
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
は

自
分
た
ち
の
手
で
、

皆
様
方
の

ご
理
解
と
ご
協
力
、

そ
し
て
ご

参
加
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
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役　職 氏　　名 備　　　　考

会　長 早 川 義 一 八幡区長

副会長 磯 貝 生 男 八幡区副区長

主　監 平 松 正 毅

尾之内哲男 地域管轄部会長

大 橋 真 人 文化・福祉部会長

田 中 友 明 青少年健全育成部会長

平 手 雅 哲 体 育 部 会 長

水 谷 俊 彦 環境・安全部会長

平 松 鋼 一 防 災 部 会 長

会　計 磯 貝 生 男 八 幡 区 副 区 長

花 井 真 紀 総合管理副本部長

監　査 内 山 雅 春 23 年 度 会 長

平 松 宏 一 23 年 度 副 会 長

顧　問 伊 藤 正 治 知多市議会議員

黒 川 親 治 知多市議会議員

参　与 及 川 秀 一 八 幡 小 学 校 長

黒 川 敦 志 八 幡 中 学 校 長

澤 田 哲 知多翔洋高等学校長

直 塚 節 子 八 幡 保 育 園 長

平 松 裕 子 寺 本 保 育 園 長

森 田 剛 得 八 幡 公 民 館 長

まちづくり推進本部長

平成２５年度 八幡コミュニティ 

◆◆◆運営体制と役職者の皆さん◆◆◆ 

総 合 管 理 本 部

本 部 長 磯 貝 生 男

副 本 部 長 花 井 真 紀

副 本 部 長 木 村 俊 雄

本 部 員 加 古 秀 男

本 部 員 伊 藤 中 一

本 部 員 平 松 正 毅

本 部 員 小 嶋 甚 三

本 部 員 浅 井 充 彦

本 部 員 田 中 均

本 部 員 寺 島 康 夫

本 部 員 早 川 裕 二

本 部 員 寺 田 建 司

まちづくり推進本部
（企画統括）

本 部 長 平 松 正 毅

副 本 部 長 尾之内哲男

本 部 員 浅 井 充 彦

本 部 員 伊 藤 保

本 部 員 早 川 裕 二

本 部 員 小 川 隆 二

本 部 員 加 藤 由 裕

本 部 員 久 野 裕 和

地 域 管 轄 部 会

部 会 長 尾之内哲男 堀 之 内 組 長

副 部 会 長 村 瀬 茂 次 上 平 井 組 長

会 計 早 川 晃 彦 中 小 根 組 長

部 員 近 藤 辰 巳 荒 井 組 長

部 員 早 川 典 欣 荒 古 組 長

部 員 田 中 均 廻 間 組 長

部 員 寺 島 康 夫 中 島 組 長

部 員 大 村 金 敏 浜 小 根 組 長

部 員 森 田 和 博 西 平 井 組 長

部 員 石 井 常 雄 杉 山 組 長

部 員 齊 藤 富 雄 八幡新町町内会長

部 員 前 田 眞 次 寺 本 台 町 内 会 長

部 員 林 昭 一 寺本新町町内会長

防　災　部　会

部 会 長 平 松 鋼 一

副 部 会 長 加 古 正 彦

副 部 会 長 鈴 木 卓 史

書 記 西 野 良 雄

会 計 花 井 計 夫

部 員 鬼 頭 育 郎

部 員 永 澤 俊 幸

部 員 加 古 和 平

部 員 神 谷 廣 雄

部 員 杉 江 哲 明

部 員 片 山 朝 廣

部 員 浅 井 進

部 員 早 川 勇

部 員 中 川 善 治

部 員 加 藤 勝

部 員 近 藤 裕 介

部 員 本 間 利 行

体　育　部　会

部 会 長 平 手 雅 哲 部 員 宮 下 隆 司

副 部 会 長 大 石 敏 雄 部 員 福 谷 泰 生

書 記 後 藤 佳 味 部 員 早 川 秀 伸

会 計 三 輪 誠 子 部 員 片 山 忠 晃

部 員 西 山 佳 宏 部 員 冨 田 佳 裕

部 員 大 村 鐘 造 部 員 坂 口 謙 吾

部 員 安永久美子 部 員 花 井 基 伸

部 員 辻 覚 部 員 竹 内 光 男

部 員 清 原 英 貴 部 員 林 淑 美

部 員 平 松 五 男

文 化・福 祉 部 会

部 会 長 大 橋 真 人 部 員 遠 藤 篤 志

副 部 会 長 稲 葉 行 彦 部 員 小 松 原 勲

書 記 阿知波源助 部 員 早 川 昭 夫

会 計 花 井 弘 光 部 員 鈴 木 知 美

部 員 神 谷 銈 三 部 員 鰐部ひとみ

部 員 早 川 勉 部 員 加 藤 一 子

部 員 平 松 眞 男

≪地域コミュニティ推進担当≫

荒 井 早 川 安 子 上 平 井 村 瀬 富 子

荒 古 早川代枝子 〃 中 川 圭 子

〃 木 村 芳 子 杉 山 石 井 由 美

堀 之 内 井 口 潤 子 〃 加 藤 愛 子

〃 加藤加代子 〃 古屋由美子

廻 間 山口てるみ 八 幡 新 町 齊藤美奈子

〃 堀 田 陽 子 〃 佐 藤 悦 子

中 島 平 松 一 恵 〃 鈴木あき美

〃 矢 田 弘 子 寺 本 台 青 木 末 子

中 小 根 伊藤真祈子 〃 田中ひさゑ

〃 下 村 美 紀 〃 池 田 秀 美

〃 渋 川 松 代 寺 本 新 町 林 和 子

浜 小 根 大 村 京 子 〃 本 間 厚 子

〃 浅 井 律 子 〃 畑佐奈都子

西 平 井 森 田 啓 子

青少年健全育成部会

部 会 長 田 中 友 明

副 部 会 長 蟹江由美子

書 記 田 中 友 明

会 計 早 川 多 恵

部 員 山本江利子

部 員 福 留 智 子

部 員 山 下 昌 子

部 員 平 松 茂

部 員 早 川 由 市

部 員 菊 地 円 能

部 員 桑 山 泰 幸

部 員 前 野 祊 一

部 員 森 田 利 久

部 員 鰐 部 泰 男

部 員 伊藤つな子

部 員 小松原八重子

環 境・安 全 部 会

部 会 長 水 谷 俊 彦

副 部 会 長 松田亜希子

書 記 岡 公 規

会 計 宮 本 広 美

部 員 小 川 美 樹

部 員 豊 丸 俊 和

部 員 山 内 実 保

部 員 武 田 靖 子

部 員 木 村 里 美

部 員 平松喜代一

部 員 沖 口 大 介

部 員 神 谷 修 平

部 員 村 瀬 達 洋

部 員 山 口 祊 史

部 員 橋 口 政 善

主

監

会

計

地
域
管
轄
部
会

文
化
・
福
祉
部
会

青
少
年

健
全
育
成
部
会

体

育

部

会

環
境
・
安
全
部
会

防

災

部

会

副 会長
（事業統括）

まちづくり推進本部
（企画統括）

総合管理本部

会 長

監

査

顧

問

参

与

地 域 住 民

八幡コミュニティ組織図

荒

井

荒

古

堀

之

内

廻

間

中

島

中

小

根

浜

小

根

西

平

井

上

平

井

杉

山

寺
本
新
町

八
幡
新
町

寺

本

台

組

長

町
内
会
長



第68号 コミュニティだより　やわた 平成25年6月20日 （４）

１．予　　算
（単位：円）

項　　　　目 予算額

会 費 130,000

交 付 金 ・ 補 助 金 5,633,000

自 治 宝 く じ 助 成 金 2,500,000

前 年 度 繰 越 金 228,949

寄 付 金 420,000

雑 収 入 130,000

収入合計 9,041,949

交 付 金 事 業 6,070,000

自治宝くじ助成事業 2,548,600

地 域 福 祉 活 動 423,349

支出合計 9,041,949

収
入
の
部

支
出
の
部

平成２５年度予算と事業計画 

２．事業計画

月 日 主な事業内容

４ 21 第１２回ウォーキングデー２０１３

５
19
26

総会・部会
クリ－ンキャンペ－ン

６ 8 第２回緑化事業

７ 27 ～7/28 盆おどり大会

１０

6
13

第34回八幡地区市民運動会
八幡神社祭礼
祭囃子生演奏奉納

１１ 3
三世代交流
「グラウンドゴルフ大会」（予備日11/10）

１２ 1 「年末交通安全運動」立哨

１ 1 祭囃子生演奏新春成果発表

３ 16 会計監査・役員会

毎月１回 ふるさと検定　「八幡塾」

年間８回 広報紙「やわた」発刊

　
 
　

[

Ｑ

]

　
　
　
避
難
時
の
注
意
事
項

　
　
　
は
何
か
あ
り
ま
す
か

　
　
　

[

Ａ

]

　
　
　
避
難
す
る
時
は
次
の

　
　
　
事
項
を
参
考
に
落
ち

　
　
　
着
い
て
行
動
し
ま
し

　
　
　
ょ

う
。

◆
動
き
や
す
い
服
装

　
頭
に
は
帽
子
や
ヘ
ル
メ
ッ

　
ト
を
か
ぶ
り
、

服
は
長

　
袖
・
長
ズ
ボ
ン
に
手
袋
を

　
着
用
。

水
害
時
で
も
長
靴

　
で
な
く
、

歩
き
や
す
く
脱

　
げ
に
く
い
運
動
靴
が
良

　
い
。

◆
極
力
単
独
行
動
は
し
な
い

　
地
域
と
連
携
し
行
動
す
る

　
こ
と
が
重
要
で
す
。

な
る

　
べ
く
班
単
位
で
行
動
す
る

　
か
、

最
低
二
名
以
上
の
人

　
で
行
動
す
る
の
が
望
ま
し

　
い
。

◆
避
難
行
動
は
慎
重
に

　
二
次
災
害
を
引
き
起
こ
さ

　
な
い
よ
う
、

危
険
な
個
所

　
は
避
け
て
通
り
ま
し
ょ

　
う
。

　
津
波
な
ど
水
害
時
は
水
深

　
の
深
い
場
所
で
の
避
難
は

　
中
止
し
、

高
い
所
で
救
助

　
を
待
つ
こ
と
も
考
え
て
お

　
き
ま
し
ょ

う
。

[

意
見
等
の
連
絡
先

]

八
幡
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

　
防
災
部
会
長
　
平
松
鋼
一

住
所
　
知
多
市
八
幡

　
　
　
　
　
字
堀
切
七
八

電
話
　
三
二
―

九
六
六
〇

天災人悟天災人悟

テーマ

　「あなたが描く住みよいわがふるさと」

　　　自分たちの住む地域＝ふるさとに対する

　　　皆さんの思い、期待あるいは夢など何でも

　　　結構です。記念事業で取り上げてみたい

　　　ことの提案を募集しています。

応募用紙 ： 応募用紙（様式）は自由

提 出 先 ： 組長・町内会長　⇒　コミュニティ会長

提出期限 ： ７月３１日

３．コミュニティ創立30周年記念事業
　みなさんからの提案を募集中

 
荒
 
井
 
組
長
 

近
藤
辰
巳
 

新連載 わがまち再発見 

　読者のみなさんは、八幡のまちについてどれ
くらい知っていますか？組長・町内会長さんに
お願いして自分のまちを紹介してもらうことに
しました。一年かけて八幡全13地域を連載しま
すのでご期待ください。

造成中の浦浜新田（上）と建設が始まった住宅区画（下） 

平成25年5月現在 （単位：人）
区　　分 人　　数 人口比率

人 口 329 ―

世 帯 数 124 ―

敬老人口 46 14.0%

子ども会 18 5.5%

第１回  

畑と古い家屋が立ち並ぶ静かな地域から、浦
浜新田の開発により工業並びに住宅（28区
画）・商業誘致も進み、新しい発展をしていま
す。工業地区は８０％以上、住宅及び商業地区
は５０％の分譲実績となっています。
商業地区には、荒井地区初のコンビニが出展予

定で、年配者の買い物にも便利になり、皆楽し
みにしています。新しい人が増え、活気有る住
みやすい地区として、新旧の住人が協力し、明
るく、楽しく、居心地の良い自治会を目指して
おります。


